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冬の使者

「オシドリ」来る

鹿野川湖に今年もたくさんのオンヽ ドリがやってきました。オンヽ ドリ

は、中国や、ンベリア、朝鮮半島、日本などに分布しており、来年2月

頃まで見ることができます。観察ポイソトは、大谷橋下と鹿野川湖大

橋附近。美しいオシドリをみなさんも観察してみませんか。
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（平成12年11月30日現在）



唸。柩毯。賜 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 瓢繹 (2)

( 
平成11年度の一般会計歳入総額は3,704,154千円（前年度3,811,188千円）歳出総額は3,561,061
千円（前年度3,680,448千円）となっています。
歳入の面では、依然として地方交付税が全体の52％と高い割合を占めています。
歳出の面では、公債費が832,988千円となっており歳出総額の23.4％を占め、目的別歳出のトップ
になりました。民生費の減は、かわかみ荘の建設負担金がなくなったためによるものです。

平成11年度 肱川町の財政状況（決算））
 

|」一般会計決算状況 口
歳入総額

歳出総額

3,704,154千円

3,561,061千円

一般会計歳入の状況

1口平成10年度 ■平成11年度I 単位：千円
() : H 10 

その他

財産収入

使用料手数料

繰越金

町税

国庫支出金

町債

県支出金

地方交付税

217.874(194.013) 

46.377(26.883) 

52.596(48.839) 

130.740(225.534) 

208.791(204.904) 

308.201(161.524) 

376.200(654.400) 
435,871(363.355) 

1.927.504(1.931.736) 

゜
500.000 1.000.000 1. 500.000 

一般会計歳出の状況

□乎成10年度 ■平成11年度j 単位 ：千円
()  : H 10 

賽

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

旧

産

債

復

育

防

木

工

水

生

生

務

会

害

林

公

災

教

消

土

商

農

衛

民

総

議

2.000.000 2,500.000 

832.988(786.384) 

62.914(91.529) 

78,669(81.432) 

93.948(49.442) 

250, 912(366,147) 

502,903(393,095) 

391,772(432,311) 

105. 097(142. 719) 

577.470(843.156) 

607,857(429.952) 

56.531(64.281) 

゜
200.000 400,000 600.000 800,000 1.000.000 



(3) ~毯。 i毯。龍恩 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章）．

l特別会計決算状況 >

闊繹

（単位 ：千円）

＼ 
平成11年度決算額 平成10年度決算額 比較（金額）

歳 入 歳 出 歳 入 歳 出 歳 入 歳 出

国民健康保険 262.493 254,857 249,555 237.168 12.938 17.689 

簡 易 水 道 107,453 97,817 444.103 425.193 -336,650 -327.376 

老 人 保 健 445.178 438,370 450,837 454,983 -5,659 -16.613 

住宅新築資金等貸付 8,426 7.806 3.814 3,099 4,612 4.707 

歌 麿館運 営 52.696 37,200 52,696 37,200 

【決算に表れた特徴】

国民健康保険 被保険者全体に占める高齢者の割合が高くなっている。
簡易水 道 名荷谷簡易水道拡張事業の完了に伴う減。
歌 麿 館運営 平成11年度から新規にできたもの。

(1) 一般会計

l町偵の状況 a
H12.5.31現在 （単位：円）

｀ 
前年度末現在高 年度中借入額 的度中イ賞還額 年度末現在高 年度中利子支払額 年度中元利合計支払額

大 蔵 省 3,731.723, 142 332,900,000 415,837,729 3.648,785.413 131,203,075 547,040,804 

郵 政 省 1.508,352,225 121.568.680 1,386,783,545 50,546,414 172.115,094 

公営企業金融公庫 223.289.990 43,300.000 6,567,493 260,022.497 8,694,625 15,262,118 

市町村振興協会 110,260.000 16,710,000 93,550,000 3.182,475 19.892.475 

愛媛たいき農協 493,074,216 44,495,725 448.578,491 16,554,712 61,050,437 

そ の 他 87,916,000 14,230,533 73,685.467 3,394.789 17,625,322 

合 計 6,154,615,573 376.200,000 619.410. 160 5.911.405,413 213,576,090 832,986,250 

(2) 簡易水道特別会計 （単位：円）

｀ 
前年度末現在高 年度中借入額 年度中償還額 年度末現在高 年度中利子支払額 年度中元利合計支払額

大 蔵 省 615,277,044 10.729.751 604.547.293 18,843.971 29,573.722 

郵 政 省 26.546. 150 3,996,999 22,549.151 1,025,257 5,022,256 

合 計 641. 823, 194 14,726.750 627,096.444 19,869.228 34,595,978 

(3) 住宅新築資金等貸付特別会計 （単位 ：円）

区分 1前年度末現在高I年度中借入額 I年度中償還額 I年度末現在高 I年度中利子支払額 I年度中元利合計支払額

合 計

23,020.612 

23,020,612 

6,708.7781 16,311.834 

6. 708. 778 I 16.311.834 

1,097.278 

1.097,278 

7.806,056 

7,806,056 

1 1年度の主な建設事業費
嘉城地区道路改良事業…………… 159,250千円

正山地区集落道整備事業………… 125,539千円

中津 ・大窪線林道開設事業……… 57,837千円

公営住宅鹿野川第2団地新築事業…84,328千円

町道公園清水橋線道路改良事業……33,325千円

町道宇和川赤岩線橋梁整備事業・・・ 228,106千円

町道奥滝山師走野線道路改良事業…36,303千円

鹿鳴園テニスコート増設工事………47,125千円



柩毯。1毯。能⑮ 一人ひとりが健康を守り

共に歩んで

50年

肱川町金婚式

明るいまちをつくります （町民憲章） 四繹 (4)

平
成
十
二
年
度
金
婚
式
を
、

十
一
月
十
五
日
風
の
博
物
館
で
、

十
一
組
の
ご
夫
婦
を
お
迎
え
し
、

来
賓
の
町
内
各
種
団
体
長
の
ご

出
席
の
も
と
、
晴
れ
や
か
に
開
催
し
ま

し
た
。
金
婚
式
は
、
ご
成
婚
五
十
周
年
を
記

念
し

て
行
っ

て
い

る
も
の
で
す
が
、
出

席
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
共
に
歩
ん
で
来
ら

れ
た
人
生
を
改
め
て
振
り
返
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
に
、
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ち
の

話

題

平成12年度金婚者名簿
番号 部落名 夫婦名 年齢

1 白 石
東 政房 73 

フサ子 71 

2 影 地
土井 吉 秋 71 
千鳥 72 

3 広 常
冨永 友行 76 
サカエ 74 

4 久 保
矢野 悟 74 

久枝 74 

5 大 平
上田 茂 71 

利］子 68 

6 森
う曳 井 義明 75 
1言うこ 72 

7 / J ¥ 藪
う也田 平男 72 

由子 69 

8 下鹿野川
電田 元市 73 

幸子 69 ， 上鹿野川 成登 光義 73 
ノ＼璽旦言言 70 

10 上鹿野川
岩城 万吉 79 
節子 77 

11 柳
森岡 敏治 72 

ミ ‘ソヱ 77 

12 町
上甲 芳幸 75 

JII頁子 68 

都
谷
文
雄
氏
（
八
十
八
オ
、
大
谷
、
元
大
谷
小
学
校
長
）
は
、
去
る

十
月
一
日
付
で
、
学
校
教
育
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
は
、
十
一
月
二
十
四
日
八
幡
浜
地
方
局
長
よ
り
自
宅
に
お
い

て
伝
達
さ
れ
る
都
谷
氏
で
す
。



、(5) ~毯。1恩。1恩 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 疇韓

全＇
• 、 --~)......--モ-‘`

日時計はわたしたちの大切な宝物になりました

正
山
小
学
校
に

寄
贈

ニ
太
陽
が
時
間
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
よ
』

『
日
時
計
』

自
然
観
察
や
理
科
の
学
習
に

役
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
と
、
肱
川
郵
便
局
（
大
谷

隆
義
局
長
）
が
正
山
小
学
校
（
中

野
歌
子
校
長
）
ヘ
モ
ニ
ュ
メ
ソ

ト
「
日
時
計
」
を
十
一
月
二
十

日
に
プ
レ
ゼ
ソ
ト
。

贈
ら
れ
た
日
時
計
は
高
さ
約

ニ
メ
ー
ト
ル
の
ス
テ
ソ
レ
ス
製

で
二
本
の
弓
を
直
角
に
組
み
合

わ
せ
た
構
造
で
、
表
に
校
名
と

校
章
裏
に
「
仲
良
く
明
る
＜

正
し
く
」
の
校
訓
が
刻
ま
れ

て
い
る
。

除
幕
式
に
は
、
大
野
和
町
長

を
は
じ
め
児
童
ら
約
七
十
人
が

出
席
。
大
谷
局
長
が
「
太
陽
の

よ
う
に
あ
た
た
か
い
心
を
も
っ

て
、
自
然
の
時
を
感
じ
る
感
性

を
み
が
い
て
下
さ
い
。
」
と
あ

い
さ
つ
、
関
係
者
が
除
幕
し
た
。

日
時
計
の
見
方
や
太
陽
と
地

球
の
関
係
を
同
校
の
久
保
浩
教

頭
か
ら
教
わ
っ
た
後
六
年
生
の

永
田
裕
香
さ
ん
が
「
立
派
な
日

時
計
を
大
切
な
宝
物
に
し
、
勉

強
に
役
立
て
ま
す
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ソ
ト
の
設
置
は
郵

政
省
が
簡
易
保
険
融
資
で
校
舎

を
建
築
し
て
い
る
学
校
な
ど
の

施
設
を
対
象
に
平
成
三
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
愛
媛

県
内
で
は
本
年
度
日
時
計
二
基

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
一
基
と
な
っ

て
い
る
。

緊張感漂う週 2回の教室

愛媛県へき地教育功労者

表彰を河野美治氏が受賞

されました

河
野
美
治
氏
（
下
鹿
野
川
）
は
、
書
道
の
指

導
を
、
中
央
地
区
で
は
昭
和
五
十
一
年
か
ら

今
日
ま
で
二
十
五
年
間
に
亘
り
、
そ
し
て
、

大
谷
地
区
に
お
い
て
も
平
成
十
年
か
ら
小
・

中
学
生
を
中
心
に
、
書
道
に
取
り
組
む
姿
勢
、

グ
ル
ー
プ
活
動
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
重
点

に
指
導
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
去
る
十
月
十
二
日

t
十
三
日
に
開
催
さ

れ
た
愛
媛
県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
（
三
崎

町
）
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。



唸。1庖。脆恩 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 毀韓 (6)



(7) 柩毯。柩毯。龍恩 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 匿韓

r“ー9ー9一9一9ー9-9-9-9-9一9一9一,_,一,_,_,_,_,_,一9一,_,_,_,_,_,_,_,_,_,―̀

！風のり広場に ！ 
i 大勢の人が集まりました I 
i第16回

！鰭l11ふれ畠いまつり I
、一ヽ一9ー9一9-9-9ーヽ―9一,_,_,_,___,一,_,_,ーヽ一9-9-9ーヽ一ヽ一9一,_,ーヽー9-9一ヽ一ヽ―}

十
一
月
十
九
日
（
日
）
第
十
六
回
肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が

「
風
の
り
広
場
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
合
年
も
会
場
に
は
、
町

内
各
種
団
体
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
や
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
の

作
品
・
機
械
の
展
示
コ
—
ナ
ー
等
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
遊
び
の
広
場
で
は
、
割
り
箸
を
使
っ

た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
や
ど
じ
ょ
う
つ
か
み
に
人
気
が
集

ま
り
ま
し
た
。
肱
川
分
校
、
肱
川
中
学
校
生
徒
た
ち
に
よ
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
好
評
で
、
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や

働
く
喜
び
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
恒
例
の

お
楽
し
み
抽
選
会
「
大
富
く
じ
」
も
大
人
気
で
あ
り
ま
し
た
。
商

工
会
、
農
協
、
森
林
組
合
を
は
じ
め
町
内
各
種
団
体
の
方
々
の

共
催
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
こ
ぞ
っ
て
参
加
し
、
お
互
い
の
交

流
と
ふ
れ
あ
い
を
十
分
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
は
大
盛
況
。
延
べ
五

千
人
も
の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
ま
つ
り

の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



i毯。〗毯。19 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 麟繹 (8) 

お
父
さ
ん
祐
市
さ
ん

お
母
さ
ん
美
喜
子
さ
ん

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

．
ヽ
ヽ
・
ヽ
ヽ

：ヽ

ヽ
・
ヽ
ヽ
・
ヽ
ヽ

っヽ
ヽ

『
•‘
、

:t

忠
幸
さ
ん

こ
ず
え
さ
ん

〈れ庫の西〉疇
さ作さ----,大僕
て品ぃ ち

と亥 L_o ら
好はは

‘ょ 力らき
てさで

プめ

t立怒なす。ッしロま
もてるい クて
作ほけでおで
るしど片母遊圭
ぞい‘付さぶ翠

！ t[門□立悶す。
こ
ん
に
ち
は
、
な
な
こ
で
す
。

お
姉
ち
ゃ
ん
の
真
似
を
し
た
り

け
ん
か
を
し
た
り
、
い
つ
も
元

気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま
す
。

最
近
、
歌
と
お
し
ゃ
べ
り
が

上
手
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ソ
パ

ソ
マ
ソ
が
大
好
き
で
す
。

曇講師

山本文子（助産婦）先生

〇演題

「性とは心が生きること」

疇プロフィール

NTT高松病院産婦人科
勤務を経て、高松市内に

「いのちの応援舎」を設立し広く一般に開放し

ている。現在、いのちと性についての講演会

などで活躍中。

泉
な
な
こ
ち
ゃ
ん
（
共
栄
）

（
平
成
10
年
5
月
1
7
日
生
）

2
歳
7
カ
月

保健だより

中

野

小

学

校

P

T

A

肱

川

町

福

祉

課

r臼
必

1
~
iお
臼

i

け
い
す
け

中
本
圭
祐
ち
ゃ
ん
（
小
藪
）

（
平
成
10年
5
月
1
3
日
生
）

2
歳
7
カ
月

十
一
月
二
十
五
日
（
士
）
、
中

野
小
学
校
体
育
館
で
「
性
と
は
、

心
が
生
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
、

助
産
婦
の
山
本
文
子
先
生
に
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
幼
稚
園
・
小
学
生
・

中
学
生
の
保
護
者
、
教
職
員
の

先
生
方
合
わ
せ
て
約
五
十
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

い
の
ち
が
生
ま
れ
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
を
、
助
産
婦
の
経

験
を
入
り
混
ぜ
な
が
ら
、
説
得

カ
の
あ
る
話
で
、

一
時
間
三
十

分
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
つ
い
つ

い
自
分
の
出
産
を
思
い
出
し
、

ダ
ブ
っ
て
し
ま
っ
て
、
涙
が
出

そ
う
に
な
っ
た
り
、
生
活
に
密

着
し
た
話
に
、
感
動
の
涙
を
流

し
た
方
も
お
ら
れ
た
ほ
ど
で
し

こ。t
 

「
子
ど
も
を

一
日
一
回
抱
き
し

め
て
」

「
夫
婦
は
一
緒
の
布
団
で
寝
て
」

「
部
屋
に

入
る
時
は
、
お
互
い

ノ
ッ
ク
を
し
て
か
ら
入
ろ
う
」

と
い
う
内
容
で
し
た
が
、
そ
の

日
か
ら
、
即
、
実
行
さ
れ
た
方

も
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

や
や
も
す
れ
ば
、
忙
し
さ
に

か
ま
け
て
、
自
分
の
幸
せ
を
忘

れ
て
し
ま
い
が
ち
な
日
々
の
中

．
．
．

．
 

で
、
ほ
ん
わ
か
し
た
気
持
ち
を

ふ
と
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
良

い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
講
演
会

で
し
た
。



(9)唸。i麿。i§ 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 囮韓

＇沼；租滋直り；四一
1日につき530円
（月 4回まで）

マ■■町五号E:['i,后 {1,i~ 
かかった費用の1割を負担
●診療所および病院
(200床未満）…月額上限3,000円
●院外（薬局）で薬を処方してもらう場合は

診療所および病院に1割（月額上限1.500円）
薬局に1割（月額上限1.500円）
をそれぞれ支払います。

●病院(200床以上）• • •月額上限5 , 000円
●院外（薬局）で薬を処方してもらう場合は

病院に1割（月額上限2.500円）
疇に1割（月額上限2.500円）
をそれぞれ支払います。

＊診療所によっては定額負担
(1日800円、月4回まで）の場合もあります。

●外来の薬剤にかかる一部負担金の廃止

特例として国がお支払いしていた外来

の薬剤にかかる一部負担金が、平成13年
1月1日から廃止されます。

外
来
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
に
自
分
で
支
払
う
費
用
（
一
部
負

担
金
）は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●入院時の食事代
入院したときの食事代は、他の医療費とは別に定額

（標準負担額）を自己負担します。

般 ＊ 1日当たり
760円

住民税 90日までの入院
1日当たり
650円

非課税r※ 過去12か月の入院日数 1日当たり世帯等
が90日を超える入院 500円

住民税非課税世帯等で 1日当たり
老齢福祉年金を受けている方※ 300円

＊平成13年 1月 1日から1日当たり780円になります。
※に該当している方は「標準負担額減額認定証」が必要となりま
すので、担当窓口で申請してください。

C 老人訪問看護を利用したとき 二）

一 一1日につき

250円

►
 

かかった費用の 1割を負担
（月額上限3,000円）か、

施設によっては1日につき600円
（月 5回まで）の場合もあります。

C― 医療費の合計が高額になったとき ーロ
平成13年1月1日から、入院等で同じ世帯内で同じ月内
に30,000円（住民税非課税世帯等は21,000円）以上を支払っ
た老人保健対象者が複数いる場合、それらを合わせて
37,200円（住民税非課税世帯等は24,600円）を超えたとき、
その超えた分が支給されます。

―――――――-―――――-
――――――――――
―――――――――――――――-＝――――――――-―――二＿―――――
___ ＿＿＿＿＿-―――――――-―――――――――――-『-=＝＝――――-――――――-＝-――-
___ ＿-―――――――-＿-――-―-―-＿―-

老

人＿
医
療
か
ら
の
お
知
ら
せ

―-＿-―-=-=-＿＿＿＿＿＿_＿＿＿_＿＿-＝=＝――――-＝-―――_-l=＝――-＿-l-―――-―-＝-―――― 
__
 
＿＿_――――-＿ 
____ __-====——___——————-_-——————-—————-————————-___-_ 

__
 
-―-＿＿＿＿＿ 

平
成
十
三
年
一
月
＿
日
か
ら
老
人
保
健
法
の

規
定
に
基
づ
き
高
齢
者
の
患
者
さ
ん
の
負
担
額

が
変
わ
り
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

と
き
は
、
医
療
保
険
の
保

険
証（
被
保
険
者
証
）と、

老
人
保
健
法
の
健
康
手
帳
・

医
療
受
給
者
証
の
三
つ
を

忘
れ
ず
に
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

■駈rt；鵬辺1北U'=9置ョ•
1日 1.200円

●住民税非課税世帯等

月額上限 35,400円

●住民税非課税世帯等で

老齢福祉年金受給者

1日 500円

---＇ポ；牙』i:~;'i,＝＇;`i~
かかった費用の1割を負担

（月額上限 37,200円）

●住民税非課税世帯等

月額上限 24.600円

●住民税非課税世帯等で

老齢福祉年金受給者

月額上限 15,000円

入
院
し
た
と
き
に
自
分
で
支
払
う
費
用
（
＿

部
負
担
金
）は
、
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。



柩ばl毯。龍恩 自然を大切にして 美しいまちをつくります

国民年金の保険料は忘れずに納めましょう

（町民憲章）

鐸隣躙の鯖め寧れは ((?・)）  

,、
門門9」:：各土竺‘:し!；：9気めをご

闊繹 (10)

国
保
・
年
金

だ

よ

り

r

,

＇9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
9

9

9

9

,

 

国
民
年
金
制
度
は
、
国
民
み

ん
な
が
加
入
し
て
若
い
世
代
が
、

年
金
世
代
を
支
え
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
る
保
険
料
が

今
の
お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え
、

国
民
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の

助
け
合
い
の
制
度
で
す

私
た
ち
が
年
老
い
た
と
き
に
は
、

次
の
世
代
の
人
た
ち
が
納
め
る

保
険
料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
、

国
民
全
体
の
支
え
合
い
の
制
度

で
す
。

ー
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に
一

一
と
っ
て
、
大
切
な
保
険
料
で
す
一

r

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、

将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
万
一
の
事
故
や
病
気

な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
に
支
払
わ
れ
る
障
害
基

礎
年
金
や
、
不
幸
に
も
亡
く
な

ら
れ
た
と
き
に
支
払
わ
れ
る
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す。
保
険
料
は
納
め
ず
に
放
っ
て

お
く
と
納
付
期
限
か
ら
二
年
を

過
ぎ
た
場
合
、
後
で
納
め
た
＜

て
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
な
く
な

り
寂
し
い
老
後
を
過
ご
す
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

自
分
自
身
の
老
後
の
基
盤
を

築
く
た
め
に
も
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に

大
切
な
保
険
料
納
付
で
す
。
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ

た
め
に
、
便
利
で
確
実
な
保
険

料
の
口
座
振
替
や
、
お
得
な
前

納
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
国

民
年
金
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

碑平成1呪3年十月澤1泌Hから哨高額療養費の自己負担限度額が変わります囀碑
所得の高い人や医療を受けることが多い人に、相応の自己負担をしてもらうために、

高額療養費の自己負担額の限度額を見直します。

［高額療養費の自己負担限度額］

／ ヽ
平成12年12月31日まで 平成13年1月1日から

住民税
35,400円

住民税
35,400円非課税世帯 非課税世帯

般
63 600 （医療轡が318.000円を

円超えた場合はその超え
’ た分の1％を加算）

般 63,600円
（医療費が609.000円を

上位所得者※121,800円超えた場合はその超え
た分の1％を加算）

► 4回目以降の自己負担限度額
過去12か月以内に、同じ世帯で4回以上高額療養費の支
給を受けたとき、 4回目以降は下記の金額を超えた分が支
給されます。

／ ヽ
平成12年12月31日まで 平成13年1月1日から

住民税
24,600円 住民税 24,600円

非課税世帯 非課税世帯

般 37,200円

般 37,200円
上位所得者※ 70,800円

＼ 

※上位所得者とは、住民税算定の基礎となる総所得金額が700万円程度以上の人を指します。



(11) ~毯。i恩。〗⑮ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 麟臨

■対象児
■保育時間

■保育料

■給食料
■申込期限

満年齢で2歳、 3歳児（平成13年4月1日現在）

（平日）午前7時30分～午後6時まで

（土曜日）午前7時30分～午後1時まで

ただし、第2・ 第4土曜日は休みます。

1人月額 20,000円

ただし、 2人目からは月額10,000円

1人1日 300円（おやつを含む）

平成13年 1月31日まで

窄
6
E
E
E
C
E
E
6
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
6
E
E5

 

｝
保
育
所
園
児
募
集
｝

5
 r

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
J
 

肱
川
町
保
育
所
「
ぽ
っ
ぽ
園
」
で
は
平
成
1
3
年
度
の
新
入
園
児
を

次
に
よ
り
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方

は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申し込み及び
問い合わせ先

「ぽっぽ園」

834-3393 

ノ

消
防
署
か
ら
電
気
器
具
の
安

全
な
取
扱
い
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

電
気
器
具
の
た
こ
足
配
線
で
、

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
の
容
量
を
オ
ー

バ
ー
し
て
の
使
用
や
、
コ
ー
ド

の
上
に
重
い
物
を
置
く
こ
と
に

よ
る
断
線
、
た
ば
ね
た
ま
ま
の

コ
ー
ド
の
使
用
な
ど
、
過
っ
た

使
い
方
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
な
使
い
方
を
し
て

い
る
と
コ
ー
ド
が
熱
を
持
っ
て

火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「

熱
く
な
る
、

危
険
な
コ
ー
ド
」

ま
た
、
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ソ

な
ど
の
裏
に
あ
る
コ
ソ
セ
ソ
ト

に
た
ま
っ
た
ほ
こ
り
が
原
因
で

火
災
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

年
末
の
大
掃
除
の
と
き
に
で

も
家
の
中
の
プ
ラ
グ
や
コ
ソ
セ

ソ
ト
の
ほ
こ
り
を
取
り
除
い
た

り
、
た
こ
足
配
線
な
ど
し
て
い

な
い
か
点
検
し
、
電
気
器
具
に

よ
る
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

川上支署



柩毯。柩毯。脆恩 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鵬韓 (12) 

鹿
野
川
湖
に
は
今
年
も
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
、
カ
モ
な
ど
の

渡
り
鳥
が
数
千
羽
飛
来
し
て
き

ま
し
た
。

森
を
駆
け
る
風
、
水
辺
の
音
、

深
き
森
の
静
け
さ
に
、
野
鳥
た

ち
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

こ
の
渡
り
鳥
と
、
町
内
で
生

息
す
る
野
鳥
を
題
材
に
、
自
然

林
の
サ
ク
ラ
、
ク
リ
、
ク
ル
ミ
、

カ
ツ
ラ
、
シ

ナ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど

の
木
目
を
生
か
し
、
鳥
の
姿
を

描
写
（
彫
り
込
み
着
色
）
。
今
年

新
た
な
作
品
を
加
え
、
第
四
回

目
と
な
る
木
彫
画
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

作
者
は
、
長
浜
町
に
在
住
す

る
永
井
恭
平
氏
。
「
生
き
も
の

た
ち
」
そ
れ
が
私
の
テ
ー
マ
で

す
。
手
つ
か
ず
の
自
然
が
何
よ

り
も
又
／
私
た
ち
に
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
豊
か
な
自
然
を

木
の
中
に
表
現
で
き
れ
ば
と
思

い
創
作
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

―1
0
0
円

一
五

0
円

＊
展
示
期
間

二
月
二
十
六
日
（
月
）
ま
で

＊
休
館
日

毎
週
火
曜
日

年
末
十
二
月
二
十
九
日
か
ら

年
始

一
月
―

―
日
ま
で

＊
展
示
場
所

風
の
博
物
館
（
展
示
室
）

＊
展
示
点
数

木

彫

画

五

十

点

＊
入
館
料

一
般
小
中
高
校
生

平
成
12年
12
月
13
日
し
平
成
13年
2
月
26
日

「
ひ
じ
か
わ
の
風
と
野
鳥
た
ち
」

木

彫

画

展

は

じ

ま

る

風

博

通

信

お
問
い
合
わ
せ
先

風
の
博
物
館

(
6

三
四
ー
ニ
―
八
＿
）

ひ
と
ロ
メ
モ

◆
留
鳥
（
り
ゅ
う
ち
ょ
う
）

一
年
中
す
み
場
を
変
え
な
い

◆
冬
鳥
（
ふ
ゆ
ど
り
）

北
の
国
か
ら
寒
く
な
る
と
渡
っ

て
く
る

◆
夏
鳥
（
な
つ
ど
り
）

暑
く
な
る
と
南
の
国
か
ら
渡
っ

て
く
る

◆
旅
鳥
（
た
び
ど
り
）

長
い
旅
の
途
中
に
日
本
で
羽

根
を
休
め
次
の
国
へ
と
発
つ

◆
漂
鳥
（
ひ
ょ
う
ち
ょ
う
）

季
節
に
よ
っ
て
す
み
場
を
変

え
る

～インターネット講習呂17l開籠にコLlて～
近年のネットワーク技術の進歩には目覚ましいものがあり、将来はあらゆるものが電話匝線などを

使って利用できることになります。また、電子メールやホームページなど聞くことはあっても、使っ

たことのない人や、これからやってみようかと思っている人は多いことと思います。

町では、パソコソ機器の扱い方、電子メールやホームページの利用など基本的なことについての講

習会を開催することにしております。講習会の受講を希望される方は、総務課まで申し出てください。

なお、受講料は無料、一日 2時間の 5日コース（平日の夜間 7: 00~ 

9: 00)で、肱川中学校において実施することにしていますが、日程に

ついては、受講希望者の数により調整しますので、後日連絡します。実

施予定時期については、 2月、3月にそれぞれ 1回づつ及び平成13年度

に数回実施する予定です。

なお、対象は20歳以上の方とします。

詳しくは、肱川町役場総務課（匹34-2311)までお問い合わせください。
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十
一
月
十
九
日
、
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
、
赤
い

羽
根
共
同
募
金
（
街
頭
募
金
事

業
）
を
中
学
生
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
募
金
を

町
民
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
三

百
個
の
風
船
を
用
意

し
て
お
り
ま
し
た
が
、

開
始
か
ら
一
時
間
ほ

ど
で
配
布
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
菩
意
の
募
金
も

二
万
三
千
二
百
八
十

三
円
集
ま
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
、
募
金
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
町

民
の
皆
さ
ん
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

十
二
月
一
日
現
在
、

七
十
万
八
千
二
百
四

-̀-

ニ．． 一ー：：＂ ．-

十
四
円
の
募
金
が
共
同
募
金
委

員
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

運
動
期
間
も
残
り
わ
ず
か
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共

M
募
金

゜

平成13年心配ごと相談担当者および日程表

相談 日 担 当 者 相談日 担 当 者

1月9日り0福田 保・谷田 善和 1月22日（月） 山下 博・菅野 桂子

2月5日（月） 福田 保 • 山本節子 2月20日（火） 角田 和三・後藤 J中L̂  

3月5日（月） 福田 保・玉井 清 3月21日（水） 笹木明徳・寺岡 初恵

4月5日（木） 福田 保・小川 和雄 4月20日（金） 万願寺亀次・三井久美子

5月7日（月） 福田 保・谷本 基子 5月21日（月） 山下 博・谷田 善和

6月5日り9福田 保・菅野 桂子 6月20日（水） 山本節子・角田 和三

7月5日（木） 福田 保・後藤 J中I.!.&'ヽ7月23日（月） 笹木 明徳・玉井 清

8月6日（月） 福田 保・小川 和雄 8月20日（月） 万願寺亀次・寺岡 初恵

9月5日(71<)福田 保・三井久美子 9月20日（木） 山下 博・谷本 基子

10月5日付り 福田 保・菅野 桂子10月22日（月） 山本節子・谷田 善和

11月5日（月） 福田 保・玉井 清11月20日（火） 笹木 明徳・後藤 J中L̂  

12月5日(71<)福田 保・小川 和雄 12月20日（木） 角田 和三・万願寺亀次

¥ I 
‘‘/'  

社
協
だ
よ
り

膨II町社会福祉協議会

ff (0893) 34-2312 

＊出務時間 13 : 30,......, 16 : 30 ＊場 所 肱川町公民館(2F)青年室

お
正
月
は
み
ん
な
で
楽
し
く

迎
え
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

病
気
な
ど
で
そ
れ
が
で
き
な
い

人
も
お
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
が

今
「
幸
せ
」
と
思
っ
た
ら
、
そ
の

気
持
ち
を
、
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
に
寄
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

寄
付
を
受
け
た
人
も
寄
付
を
し

た
人
も
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

、．
邑

こ
の
運
動
は
歳
末
に
あ
た
り

援
護
を
必
要
と
す
る
人
々
に
物

心
両
面
に
わ
た
っ
て
支
援
す
る

も
の
で
す
。

運
動
期
間
は
十

二
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヵ

月
間
で
す
。
今
年
も
、
あ
た
た

か
い
菩
意
の
寄
付
金
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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マ
ツ
の
こ
ぷ
病

行ったり来たりする菌は、ほかにナ
シ赤星病菌があります。これはナシ等
とビャクシン類を往復して生活する菌
です。

← 
翌 ;._t::>
望

夏の間はタケや、クマザサ等
のササ類の根に移住します。そ
して秋にはまたケヤキに戻りま
す。ケヤキフシアプラムシもサ
サ等が無くなれば生きてはいけ
ません。アプラムシの中にも避
暑地の別荘を持っているものが
いるのです。
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マツの幹のこぶは、サビ
病菌という菌類が起こす病
気です。マツのサビ病菌は、
コナラやカシの葉に伝染し、
マツとコナラの間を行った
り来たりして増殖します。

ケ
ヤ
キ
の
虫
コ
プ[

 
ヤヶ

昆虫の中にも違う植物を往復
している者がいます。ケヤキの
葉に虫こぶを作るケヤキフシア
プラムシ（ケヤキハフクロフシ）
です。春、この幼虫の寄生によ
りケヤキの葉にこぶができます。

焚き火をすると殺菌できる
ように思うかもしれませんが
このキノコは例外です。焚き
火により、松林に競争相手が
いなくなる時をツチクラゲは
待っているのかもしれません。

一般的に菌類は、焼
け跡には発生しに（い
のですが、このツチク
ラゲというキノコは、
焚き火や山火事で土が
高温になると目覚める
変わり者です。マツ類
の根を侵します。

森
林
組
合
だ
よ
り

絵 協
力
構
成

岩
谷
美
苗

研
究
会

堀
大
オ
（
財
）
日
本
緑
化
セ

ン
タ
ー

小
川
芳
彦（
現
代
農
業
よ
り
）

自
然
文
化
誌

＊（竹）炭の利用方法を知っていますか
●空気の浄化 多孔質で、吸着性に優れた木炭は、空気

中の汚れ、臭気成分、有害な化学物質を吸着する。

また、炭はア リカリ性なので、微生物がよく着生する。

この微生物は汚れやにおいの原因となる物質を分解・浄

化してくれる。

建材や塗料から出る有害な化学物質、壁紙や家具に使

われている接着剤、防虫加工された畳などに含まれるホ

ルムアルデヒドやトルエソ、有機リンなどの有害物質の

除去にも、安全で経済的な炭が有効である。

●水の浄化 水道水の中に多孔質で吸着力の優れた炭を

入れる と、カルキ臭のも とになっている塩素はもとより 、

カビ臭の元凶である有機物や不純物も一昼夜で吸着・分

解することができる。

さらに、炭そのものに含まれている、カルシウム、マ

グネシウム、鉄分、ナトリウムなど、天然のミネラル成

分が溶け出して、おいしい自家製のミネラルウォーター

をつくることができる。自家製浄水器には水の中で砕け

ない硬質の白炭が敵している。使用方法を守れば、繰り

返し使うことができる。'

●炊 飯 「米を炊くときに木炭を入れると、ごはんが

おいしくなる」というのは、炭が水道水に含まれている

塩素や微細な有機物を吸着・分解するためである。また、

米をとぐときに洗い落とせなかったヌカや表面に付着し

ている不純物も一緒に吸着・分解する。 さらに、炭に含

まれるミネラル成分、 とくにカルシウムが溶け出し、ふっ

くらおいしく炊ぎ上がる。

炭は10cmくらいまでのものが最適。流水でよく洗っ
て約10分間煮沸消毒することがポイソト。それからザル

にとって水をきる。米をといだら、炭を炊飯器に入れて

炊く。 これだけでふっくら、いままでとは見違える。ご

飯がなくなるまで炭を入れておくと、長時間保存のあの

においもなぜかなくなる。

使用後は洗って水をきり、乾かして使う。炊飯用備長

炭は 1週間に 1度は、煮沸消毒する。

●鮮度保持 収穫直後の生鮮野菜や果実からは、エチレ

ソガスが発生していて、 これが熟成 ・老化を早めるも と

になる。そこで木炭を使うと、エチレンガスはもとより、

においのもとになっているガスまでぎれいに吸着する。

●農業資材 炭の粉は多孔質なので、土の通気性や透水

性を高める働きがある。また、炭そのものはアルカリ性

なので、酸性化した土壌のPHを高める働きを持つ。さ
らに炭に含まれるカルシウム、マソガン、亜鉛、銅、モ

リブデ‘ノなどのミネラル成分は、そのまま土に補給され、

さらに土壌中の微生物の活動を活発にする。

●その他 木炭は、このほか入浴剤、電磁波遮蔽、住宅

の調湿、寝具などにも数多く活用されている。

（炭等についてのご相談は、林業改良指導員 久保まで）
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木をよく見ると幹や枝に
スジやしわがあるものがあ
ります。 これらはなぜでき
たか、すべてに理由があり、
木はいろんな出来事を体に
刻み込んでいます。樹皮を
観察することで、過去にど
んなことがあったのか推測
してみましょう。
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1噂疇璽＂ • I ！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I i ！ i ・----. i 
！ 
！ 県森連市況 i 
！ 平成12年11月14日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I i 

大洲木市 （単位面当り ：円） 市売日•••平成12年11月 14 日i 市売数呈 885ケース 18,170kg i 
スギヒノキマッ 平均単価 2,331円

！ 長さ末口径 直曲がり直曲がり 直
その他 銘柄別単価

i 7cm下本 320本 237本 411本 239 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場！

t 8cm上本 361本 348本 561本 こうこ 5,000~6,030 保特用大 2,400~ 2,800 保 i
! 4 m l3 cm上i6,600 I 1・0, 300 13·~, ~oo 12・6, ooo 118cm上16,000 大 厚 4,000~5,000 保 特用中 3,500~ 4,500 保 i
t I 11 s cm上17,500I 11, 100 I 35,500 I 29, 000 ~4cm上 20,000
! 24 cm上17800 12 340 36 000 31 000 cm上30000 中 厚 4,000~ 5,000 保特用中小 2,600~ 3,400 保 ！ 

： 7 cm下本 183本 138本 233本 138 中小厚 3,000~ 4,000 保特用小 1,600~ 2,000 保
i 8cm上本 本 161本 本 302 小厚 l,600~2,000 弱大 パレ 1,800~ 2,200 保 i
11 cm上 8,5001 113,000 i 

i 3 m 13 cm上 9,100 5,600 22,790 15,500 18cmJ:l5,000 大ウス 3,000~ 4,500 保中パレ 1,800~ 2,400 保 i 
t I Ii s cm上17:000I13:560134:600128: 911 ~4cm上 18 , 000 中ウス 3,000 ~ 4,800 保中小バレ 1,600 ~ 2,000 保 ！！ 
! 24 cm上15060 9300 26390 20 39O cm上20000 
7 cm下本 一 本 一 本 一 本 ー

中小ウス 2,800 ~ 4,000 保小パレ 600 ~ 800 保 i i 2m8cm上本一本一本 一 本 一 小ウス 1,400~ 1,800 弱変形 1,000~ 2,000 保 i
16 cm上 13cmJ: ジャミ 600 ~ 1,200 保色悪ウス 800 ~ 1,600 弱

i 打:土 22,30017,00052,000 41,39O CIB上 どんこ大 4,500~ 5,500 保色悪バレ 500~1,000 弱 I
! 6 m 18 cm 23 51018 000 42 990 40 560 どんこ中 4,000 ~ 4,500 保 4粒ドンコ ～ ！ 

t特選 どんこ小 2,600~3,000 保 スライス 500~ 4,800 保！

！ 足 場 1m当たり円～円 概況依然として小葉～ジャミ系（全体の約40%）色落、変形、格外（約20%）が ！： 杉全般に保合。桧小径木中目保合。 多いが相場は保合で推移した。秋子はバレ葉主体であったが、色の良い ！ 
i 備考柱弱保合。桧保合。 物を中心に強保合で推移した。秋子は早めの出荷をお願いします。

優良材買気強い。

l -------------------」

9. 

、.̀
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正山分館では、12月3日（日）に産業文

化祭を行いました。午前中に小学校の学

芸会を行い、午後から山鳥坂鎮縄神楽の

公演、バザー、農産物品評会・販売を行

いました。
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?

゜編集•発行

肱川町公民館
云 (0893)34 -2307 

予
子
林
分
館
で
は
、
十
二
月
三
日

（
日
）
に
本
年
度
か
ら
文
化
祭
と
し
て

午
前
中
に
小
学
校
の
学
芸
会
を
行
い
、

午
後
か
ら
芸
能
発
表
会
、
バ
ザ
ー
、

農
産
物
品
評
会
、
も
ち
ま
ぎ
、
ビ
ソ

ゴ
ゲ
ー
ム
等
を
行
い
ま
し
た
。

大
谷
分
館
で
は
、
十
二
月
三
日

（
日
）
に
大
谷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
行

い
ま
し
た
。
午
前
中
に
小
学
校
の
学

芸
会
を
行
い
、
午
後
か
ら
バ
ザ
ー
、

農
産
物
品
評
会
、
子
ど
も
相
撲
大
会
、

ふ
る
さ
と
写
真
展
、
か
ぽ
ち
ゃ
の
重

量
当
て
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
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一ふ放送蹄大学投」をこ＂やじ沢和すか？？饂碑
＝全国の10~90歳代までの約8万4千人が学ぷ大学です＝

●放送大学は、テレビ ・ラジオを利用して授業を行っている正規の通信制4年制

大学です。興味や目的に応じて 1科目から学べるほか、所定の単位を修得し卒

業すると、学士（教養）の学位も取得できます。また、短期大学・専門学校卒業

者は 3年次への編入学が可能です。

大学の授業を覗いてみませんか？

●授業は広い範囲をカバーしており約320科目あります。いつでも自由に視聴で

きます。

健 康..循環器科学、看護学概説、母子の健康科学、がんの健康科学等

家庭教育•••子どもと若者の文化、幼児教育の社会学、家庭・学校と地域社会等

心理学·…••心理学入門、人格心理学、臨床心理学概説、心理測定法等
国際関係•••国際政治、第三世界の政治、法から見る国際関係、比較政治学等

文 学..徒然草の遠景、清少納言と紫式部、中国明清時代の文学、書誌学等

工 学..情報工学、産業人間工学、設計学、エネルギーと熱等

外国語・・・…英語、 ドイツ語、フランス語、中国語、ロシア語、スペイン語

●授業は今すぐに自宅で視聴できます。～放送大学の授業は全国放送です～

〇通信衛星（スカイパーフェクト TV!）テレビ205ch、ラジオSOOch

〇授業放送は無料放送ですので、受信に必要なアンテナ等を準備していただけ

れば、すぐに自宅で視聴することができます。（視聴契約や受信料は必要あ

りません。）

〇松山市文京町の愛媛大学附属図書館内にある愛媛学習センターには、全授業

科目のビデオテープ・オーディオテープが揃っています。（貸出制度あり。）

学生になってみませんか？

●学生の種類

〇大学卒業を目指す・・・・・・・・・・・・・

〇興味のある科目だけ学習する

●入学試験はありません。

全科履修生・・・・・・・・・・・・「入学時に満18歳以上」

選科・科目履修生・・・「入学する年度の学年の初めにおいて満15歳以上」

く学生募集のお知らせ＞平成13年度第 1学期(4月入学）

出願受付締切日：平成13年 2月15日（木）

莉藷棄で森面芯呑お苓了湧漢湧勇託藷面料で送付します。

放送大学愛媛学習セソター

〒790-0826 松山市文京町3番（愛媛大学内） TEL 089-923-8544 
放送大学ホームページ(http://www.u-air.ac.jp/）からも資料請求できま

す。

資料請求フリーダイヤル

•全科履修生（最長で10年間在籍でぎます。）

•選科履修生 (1 年問）と科目履修生（半年間）

0120-864-600 

“ささやかな楽しみ'’
道野尾山下 公香

ぬくぬくの布団が恋しい季節。眠り

につくまでのわずかな時間、本を開く

事が私のささやかな楽しみのひとつで

す。アルコールが全くダメなもので

“ナイト キャップ”ならぬ“ナイトブ ッ

ク”枕元に本があると落ち着きます。

この人！といった好きな作家がいる訳

でもないので、タイトルや表紙、帯に

書かれている文章等にひかれ手にする、

というのがほとんど。最近のァィヒッ

トは、ミュ ー ジシャソの友部正人氏の

「耳をすます旅人」ライヴをしながら旅

したまち、そこで出会った人達の事等

が書かれてあり、写真家である奥さん

が写真を担当。友部氏の人柄と、おニ

人の関わり合い方が伝わったくるよう

で、とても素敵な一冊でした。文章の

中で奥さんの事を、いつもそう呼ばれ

ているのだろう「ユミ」と書いてあった

事がなんとも自然で微笑ましく思いま

した。どんどん文章に引き込まれ、ま

るで私が旅をしてるかの様な錯覚に・・・0

読み進んでいきたいけど、最後のペー

ジになってしまうのが勿体無い。そん

な不思議な思いで読みました。公民館

図書室の県図書のコーナーでみつけた

本なので、今は私の手元にはありませ

ん。気に入った文章があったのでノー

トに書き留めてあり、それを読み返す

今日この頃です。

肱
川
町
公
民
館
で
は
、
平
成

十
三
年
度
「
お
四
国
学
級
生
」
を

募
集
し
ま
す
。

0
目

的四
国
八
十
八
ヶ
寺
を
巡
礼

す
る
と
共
に
、
各
地
の
文
化

施
設
な
ど
を
見
学
し
、
教
養

を
高
め
る
。

0
対

象五
十
五
才
以
上
の
方

（
初
め
て
希
望
さ
れ
る
方
を

優
先
し
ま
す
。
）

0
人

員
十
五
名
程
度

0
時

期第
一
回
目
を
平
成
十
三
年

四
月
中
旬
に
実
施
予
定

0
主

催

肱
川
町
公
民
館

〇
申
し
込
み

電
話
で
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い
。

6

三
四
ー
ニ
三

0
七

締
切
り
平
成
十
三
年

一
月
三
十

一
日
（
水
）

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

公
民
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
四
国
学
級

第
十
五
期
生
の

募
集
に
つ
い
て

「
グ
ロ
—
バ
ル
化
現
象
」

プ
ロ
野
球
オ
リ
ッ
ク

ス
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
、

大
リ
ー
グ
に
入
団
す
る

た
め
渡
米
し
た
。
過
去
、

投
手
と
し
て
の
大
リ
ー

グ
入
り
は
多
い
が
、
野

手
と
し
て
は
初
め
て
で

あ
る
。
一
流
選
手
の
海
外
流
出

に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
あ
る
が
、

多
く
の
子
ど
も
達
に
夢
を
与
え

て
く
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
見
守
り
た

、0し
彼
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の

一
流
は
無
論
の
こ
と
だ
が
、
職

業
人
と
し
て
の
人
問
性
や
姿
勢

が
大
変
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

か
つ
て
、
名
声
を
は
せ
た
選
手

は
そ
の
陰
で
涙
ぐ
ま
し
い
努
力

を
し
て
い
る
。
長
嶋
、
王
、
野

村
し
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
選
手
は
、
苦
し
い

努
力
の
中
か
ら
社
会
人
と
し
て

高
い
人
間
的
価
値
を
備
え
て
き

た
。
自
分
の
球
団
の
損
得
や
思

い
あ
が
り
で
球
界
の
発
展
を
阻

ん
で
い
る
人
に
是
非
一
考
を
求

め
た
い
も
の
で
あ
る
。

野
球
だ
け
に
限
ら
ず
、
い
ろ

い
ろ
な
分
野
で
、
技
能
・
技
術

と
人
間
性
を
備
え
た
日
本
人
が
、

ど
ん
ど
ん
世
界
に
羽
ば
た
き
活

躍
す
る
時
代
が
、
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
や
っ
て
き
た
。

［―-ファインダー0訓
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肱

川

中

坂

本

三

雄

学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
和
教

育
を
人
権
教
育
の
重
要
な
柱
と
位

置
付
け
て
そ
の
推
進
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
基
本
方
針
を
、

「
人
権
尊
重
の
理
念
を
す
べ
て
の

教
育
活
動
の
基
礎
に
置
き
、
現
職

教
育
の
充
実
、
進
路
を
保
障
す
る

教
育
の
実
践
、
同
和
問
題
学
習
の

推
進
、
仲
問
意
識
に
支
え
ら
れ
た

集
団
づ
く
り
を
通
し
て
、
生
き
る

力
を
は
ぐ
く
む
。
」
と
し
、
子
ど

も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
目

標
を
定
め
、
子
ど
も
の
着
実
な
発

達
を
保
障
し
、
同
和
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
解
決

へ
の
理
解
と
認
識
を
計
画
的
・
系

統
的
に
深
め
、
一
貫
性
の
あ
る
教

育
の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
中
学
校
で
は
学
力
の
向
上

を
図
り
、
進
路
の
保
障
に
努
め
る

と
と
も
に
、
同
和
問
題
の
歴
史
的
、

社
会
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
と
認

識
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間

の
尊
厳
に
つ
い
て
自
覚
を
高
め
、

差
別
解
消
に
努
め
る
生
徒
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
じ
め
問
題
等
に
表

れ
た
子
ど
も
の
実
態
を
み
る
と
、

学
校
に
お
け
る
人
権
教
育

の
推
進

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
人
権
の
み

な
ら
ず
、
他
人
の
人
権
に
つ
い
て

も
正
し
く
理
解
し
、
そ
の
権
利
の

行
使
に
伴
う
責
任
を
自
覚
し
て
、

人
権
を
相
互
に
尊
重
し
合
う
と
い

ぅ
「
人
権
の
共
存
」
に
つ
い
て
の
理

解
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
人

権
に
つ
い
て
の
知
的
理
解
を
よ
り

一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
人
権
惑

覚
を
さ
ら
に
磨
き
、
ど
の
よ
う
に

し
て
態
度
や
技
能
・
行
動
に
結
び

つ
け
る
か
と
い
う
、
一
人
ひ
と
り

の
実
践
力
を
高
め
る
教
育
を
追
求

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
校
で
は
、
教
育
活

動
全
体
を
通
じ
て
人
権
尊
重
の
精

神
を
は
ぐ
く
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
学
習
の
指
導
に
当
た
っ

て
は
、
子
ど
も
は
多
様
な
体
験
を

積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
豊
か

な
惑
性
や
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
ボ

ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
及
び
高
齢
者
や

障
害
者
と
の
交
流
等
の
体
験
学
習

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま

す。
地
域
の
方
々
の
御
協
力
を
願
い

ま
す
。「

愛
媛
県
行
動
計
画
」
よ
り
抜
粋

今月の板書 --- --- --- --- -―̀ --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

新購入図書の御案内
---------------------

ほ
ど
こ

物
や
金
を
施
す
お
布
施
の
ほ
か
に
、

し

ん

せ

心
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
心
施
が
あ
る
。

げ

ん

せ

ま
た
、
「
顔
施
」
も
耳
慣
れ
な
い
言
葉

．

ほ

ど

こ

だ
が
、
何
も
施
す
も
の
が
な
い
と
き
は

な
ご

「
い
つ
も
笑
顔
で
人
の
心
を
和
ま
せ
て

も
よ
い
」
と
悟
す
。

し

ん

せ

げ

ん

せ

心
施
と
顔
施

時に厳しく、時に優しく彼女たちを支えつづ

けた“家族の愛”について書かれた素晴らしい

一冊です。

みなさん、 是非ご覧になってください。

J--
日
時
場
所

一
月
二
十
三
巳
（
火
）

肱
川
町
ハ
ム
民
館

―――
-
i
-

―――
―
―思
6-―ー
街
割
窃
定
―

――

＊
第

53
回
肱
川
町
成
人
式

日
時
一
月
八
日

（
成
人
の
日
）

肱
川
町
ハ
ム
民
館

＊
明
老
大
学

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

台 會大青ーけ朝夜蛸炎と流
風合木竹刻さ涼神壺昼し燈
のをはでののし楽ののの
そ終蝉組心秋睫や奥雲こ
れへのみあ指の大まもゑ
て炎マしそも長樹で小か
う天ン魂ばてさの乾舟け
れにシ宇棚せはポ闇くも合
し森出萬ヨ都夫桑非大じ佐二藤に山浜岩動松つ
亀や で徳ン宮迎原の野く藤 l高大内酷城か森て
田呑ひに 蝉ミふ 花紗絹美のエ蛇さ暑 ざ向ゐ
美気さけ京時チ 淑 夜の江瞳ミのか 節リ陽る
登翠子リ子雨子 子 子糸子 力目え 子 子ご

場
所
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令
年
も
毎
年
恒
例
の
「
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
」
が
十
＿
月
十
九

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
青
年

団
も
、
”
マ
ッ
ク
ど
な
る
ど
＼
“

と
い
う
お
店
を
出
し
ま
し
た
。

令
年
も
な
か
な
か
よ
い
売
れ
す

じ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
で
の
青
年
団
の
活

躍
を
、
「
感
想
」
と
「

P
h
o
t
e」

で
紹
介
し
ま
す
。

袢
：
冷
§
冷
冷
冷
冷
冷

i
沖
令
令
令
．
冷
．
冷

t

青
年
団
ふ
れ
あ
い
i

t

ま
つ
り
参
加
報
告
t

ナ
”
"
且
且
｀
且
且

＂`＂且且且苔荘苔

荘公荘公荘"""虹

令
令
令
ふ
ふ
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令

青年団だより

u
 十

一
月
十
九
日
（
日
）
晴

令
巳
は
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
。

開
店
早
々
に
お
き
た
ア
ク
シ
デ

ン
ト
も
「
ど
う
に
か
な
る
さ
ぁ
。
」

の
楽
天
的
と
も
思
え
る
前
向
き

さ
で
乗
り
切
り
、
何
と
か
無
事

終
了
。
今
回
初
お
目
見
え
の
ク

．．
 

レ
ー
プ
も
限
定
と
い
う
響
き
が

名
‘

-

。

合
年
は
ち
ょ
っ
と
趣
旨
を
変

え
ク
レ
ー
プ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

昼
に
は
、
完
売
し
ま
し
た
。

味
が
い
い
の
か
値
段
が
安
い
の

か
？
と
も
か
く
全
部
売
れ
て
ひ

と
安
心
で
す
。
恒
例
の
フ
ラ
イ

ド
ボ
テ
ト
も
完
売
し
ま
し
た
。

買
っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
「
マ
ッ
ク
ど
な
る
ど

s
」

を
ど
う
ぞ
ご
ひ
い
き
に
。
沖
野

お
客
様
の
心
を
掴
ん
だ
の
か
？

そ
れ
と
も
私
が
湯
げ
物
に
徹
し

た
の
が
良
か
っ
た
の
か
？
不
安

を
よ
そ
に
見
事
完
売
。
ご
来
店

戴
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

開
店
準
備
中

売
れ
ゆ
き
も
上
々

合
年
の
「
マ
ッ
ク
ど
な
る
ど

¥
」は
、
昨
年
の
フ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
等
の
揚
げ
物
に
加
え
、
な

ん
と
ク
レ
ー
プ
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
し
た
。
最
初
は
ど

う
な
る
こ
と
か
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
意
外
と
売
れ

て
昼
す
ぎ
に
は
売
り
切
れ
、
大

成
功
で
し
た
。
合
年
は
数
が
少

な
か
っ
た
の
で
来
年
は
倍
く
ら

い
用
意
し
て
お
こ
う
と
思
っ
て

ま
す
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い

し

ま

す

。

沖

田

青
年
団
の
み
な
さ
ん
朝
早
く

か
ら
の
作
業
お
つ
か
れ
さ
ま
で

し
た
。
来
年
も
「
マ
ッ
ク
ど
な

る
ど

s
」
を
出
店
す
る
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

も
り
つ
け
を
美
し
く

た
だ
い
ま
揚
げ
中

れ
い
こ

青
年
団
で
は
成
人
式
の
中

で
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
を
し
て
い
ま
す
。
来
年
も

計
画
中
で
す
の
で
、
た
の
し

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

A
S
U
K
A
で
も
ア
ン
ケ
ー

ト
を
出
そ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
ご

協
力
お
ね
が
い
し
ま
す
。

最
後
に
青
年
団
か
ら
一
言

「
皆
さ
ん
、
青
年
団
に
入
り

ま
し
ょ
う
。
」

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
そ
し

て
令
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
時
が
た

つ
の
は
本
当
に
早
い
も
の
で
、

（
年
の
せ
い

n)
＿
年
が
も
う
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

令
年
は
二
十
世
紀
最
後
の
年

と
い
う
こ
と
で
何
か
と
ミ
レ
ニ

ア
ム
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
こ
の
記
念
す

べ
き
＿
年
ど
う
で
し
た
か
。
僕

は
、
：
教
え
ん
。
（
ポ
ポ

□風）

と
い
う
訳
で
、
二
十
一
世
紀

も
A
S
U
K
A
を
よ
ろ
し
く
日

編

集

あ

と

ば

な

し

R
⑱
⑥
国
）

来
年
の
春
、
成
人
式
に

出
席
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ
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ー 月 の

・讀I.置漕唱'
ヵ レ ン
保健センター
匹34-2340 

種別 日（曜） 1ヽ了ー 事 場 所 時 間

17（水） 元気印教室 保健セ‘ノター 13:30,.___, 

成

人 18（木） 介護者教室 肱川町公民館 11:00,.__,14:oo 

保 22（月） リハビリ教室 肱川町公民館 10:00,,...,__,14:oo 

健
26（金） 健康づくり料理教室 大谷公民館 10 : 00,....___, 14 : 00 

母 12（金） 竹の子クッキソグ 肱川町公民館 9 : 30'"'-'13: 30 
子
保
15（月） 三種混合予防接種 保健セソター 13:30,....__,14:oo 
健

精
29（月） そよ風の会 保健セソター 9 :30~11:30 

神

グ l----~ 

［行事予定表〕

日（曜） 主な行事

1 （月） 元旦

4 （木） 仕事始め

7 (日） 第 1分団出初式

8 （月） 肱川町成人式

10（水） 消防団正副分団長会

12（金） 固定資産評価審査委員会

16（火） 農業委員会

19（金） 部落長会

30（火） 選挙管理委員会

不 燃 物 収 集

収集日

収集地区

1月15日（月）

※前日に指定の場所へ

小畑井萩野尾汗生肱栄

中野鹿野川大谷地区

小藪 大和

不用犬回収日
回収日 9日（火） 23日（火）

＊朝 9時までに役場へ連れてきて

くださし ‘o

古紙収集

収集日 20日（土）

＊朝 7時までに指定の場所へ

日

ー 月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

1 （月） 松元産婦人科医院 24-3067 

2 （火） 石 川内科医院 24-3306 

3（水） 小川整形外科医院 23-5596 

7 （日） 中塚内科医院 24-0606 

8 （月） 東大洲城戸眼科 24-1010 

大久保内科医院 26-1131 
14(日）

般 米 ) | | 医 院 52-0165 

21(日） 浦 岡 医 院 24~2024 

28(日） 田渡クリニック 25-3217 

救 月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

相

談

福

田

谷

田

善

1
月
9
日
（
火
）

山

下

菅

野

桂

1
月
22
日
（
月
）

時

間

午

後

1
時
30
分
ー

4
時
30
分

場

所

公

民

館

青

年

室

社
会
保
険
一
日
出
張
相
談
所

相

談

日

鴻

屑

贔

國

BB̀}大洲商
工
会
議
所

贔

罰

五

｝

内

子

町

商

工

会

相

談

日 1
月

9
日
（
火
）

午
後
1
時

30
分
ー

4
時
3
0
分

場

所

公

民

館

青

年

室

相

談

員

福

田

保

心
配
ご
と
相
談

日
行
政
相
談

時

＇員
子園和保

12
月
31
日

（

日

ら

1
月
3
日

（

水

で

休
み
ま
す
。

年
末
年
始
の

業
務
に
つ
い
て

元
仮
場
の
窓
口
業
務
]

肱
川
町
役
場

6
3
4
|
2
3
1
1
 

12
月
29
日
（
金
）
か
ら

1
月
3
日
（
水
）
ま
で

．

休
み
ま
す
。

＊
休
み
中
で
も
戸
籍
関
係
事

務
（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻

届
）
は
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
用
件
を
電
話
で
連
絡
し

て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ

、0し


